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12. アカシアマンギウムにおける多湿心材の発見と形成要因

〔要約〕代表的な熱帯早成樹種の1つであるアカシアマンギウムは東南アジアに広範囲に造林されてい

る。しかし多くの個体に多湿じ材(Wetwood)の存在が認められ， 今後， 木材利用上で問題が生ずる

ことが予想される。熱帯早成樹種における多湿心材の存在は初めての報告例であるとともに， 従来の温

帯産樹種での多湿心材形成要因説のどれにも該当しないことから， 別の形成要因があると考えられた。
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〔背景· ねらい）

代表的な熱帯早成樹種の1つであるアカシアマンギウム

可能であり， かつ材質が比較的良い事からインドネシア，

しかし， 当初は予想していなかった心材腐朽の被害や多湿心材の存在が顕在化し， 地域によっ

ては造林意欲の減退や木材利用上の問題が生じている。膨大な蓄積を有するアカシアマンギウム材の利用

は木材資源の有効利用のみならず， 今後の再造林の持続的推進にとっても不可欠である。ここでは，

シアマンギウムの欠点の一つである多湿心材の発生要因を明らかにし， 木材利用上の問題点の解決，

びアカシア造林の方法の改善に資することを目的とする。

されてきた。

〔成果の内容• 特徴〕

マレイシア理科大と共同でセランゴ ー ルナ1·1ラワン，

以下の成果を得た。
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ウム造林地において多湿心材の発生要因を研究し，

多湿心材あるいは水喰い材と呼ばれる周辺より含水率が高い材部の存在が多くの個体で確認された

（図1 )。含水率の高いところは， 通常心材中の髄に近い部位であった。その部位は未成熟材と呼ばれ，

比重が低く材質は劣る。これまでアカシアマンギウムでの多湿心材の報告例は無く， 恐らく熱帯産早成

造林樹種では初めての事例である。

温帯産樹種での多湿心材の一 般的な特徴とされる無機物の集積（図2)' バ クテリアの繁殖（図3)'

および傷害との直接の関連性は認められなかった。すなわち， アカシアマンギウムの多湿心材の形成は

無機イオンの集積による浸透圧の上昇や， バ クテリアが形成したスライム

機構によるものでなく， 遺伝的要因や立地環境によるものと考えられた。

（粘液）による水の吸収等の

心材中の軸方向柔細胞にはカルシウムの結晶が， 放射柔細胞には着色したフェノ ー ル成分が多く存在

することから， 水が集積する経路は道管や木繊維であると考えられた。

多湿心材を持つ個体からの木材は， 乾燥コストの上昇や， 乾燥時の狂いが問題となりアカシアマンギ

ウム利用上の障害となろう。多湿心材の発生をさける造林技術の開発が必要である。

1. 

〔成果の活用面 ・ 留意点〕

アカシアマンギウムを製材品として利用する際には， 木取りに配慮し， 多湿心材部分を分ける必要が

あろう。多湿じ材部は通常は未成熟材部で材質的に劣り多量の樹液の酸化による着色が著しいため， チッ

2 .  

プとしての利用が望ましい。

今後は， 多湿心材の出現の季節性の有無や， 心材に多量に存在する水の起源及び集積の経路を心材形

成との関連において明らかにする必要がある。

〔具体的デ ー タ〕
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樹幹横断面の生材含水率と比重分布。 比重の低い心材中央部で含水率が高い個体
(A: 多湿心材を含む）と， 低い個体(B : 健全材）。
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3地点から採取した多湿心材を有する樹幹横断面の
カリウムの分布。矢印は辺心材境界。 一般に健全材
では心材中央部が低く， 辺材外部で高い値を示すが，
多湿心材を有するものにおいてもその傾向は変わら

なかった。
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〔その他）
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道管内腔の走査電子顕微鏡写真。 微生物
の進入経路となると思われる道管内腔に
微生物の存在は認められない。
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